
若
手
句
会
実
況
中
継 

４
月
12
日
（
金
） 

 
 

平
成
三
一
年 

指
導
者
：
小
澤
實
氏
・
櫂
未
知
子
氏 

 
 

出
席
者
数 

 

33
名 

 

高
点
句 

１
位 

フ
ル
ー
ト
吹
く
息
は
三
角
花
曇 

 

千
葉
ま
ど
か 

 
 

７
点 

（
受
講
者
５
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

 

講
評
：
息
の
勢
い
を
「
三
角
」
と
表
現
し
た
こ
と
が
良
い
。「
花
曇
」
と
合
っ
て
い 

る
。
（
小
澤
）
不
思
議
な
実
感
が
あ
る
句
。
花
曇
り
が
響
い
て
い
る
。
（
櫂
） 

 
 
 

 

１
位 

花
冷
の
式
場
と
な
る
体
育
館 

 

折
原
真
理
恵 

 
 
 

７
点 

（
受
講
者
５
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

講
評
：
「
花
冷
」
の
季
語
が
効
い
て
い
る
。
し
か
し
何
の
式
場
な
の
か
分
か
ら
な
い

の
が
曖
昧
。（
小
澤
）
結
婚
式
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
な
ら
ば
公
民

館
に
し
た
方
が
昭
和
の
感
じ
で
想
像
し
や
す
い
か
も
。
面
白
い
句
。
（
櫂
） 

 ３
位 

春
と
も
し
白
磁
の
猪
口
の
軽
き
こ
と 
 
 

曲 

風
彦 

 
 

６
点 

（
受
講
者
４
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

講
評
：「
軽
き
こ
と
」
が
明
る
く
て
よ
い
。（
小
澤
）
中
七
が
名
詞
で
出
来
て
い
る
の

で
、
上
五
を
「
春
灯
や
」
と
切
っ
た
方
が
す
っ
き
り
し
て
よ
い
。（
櫂
） 

３
位 

永
き
日
や
マ
ネ
キ
ン
の
足
や
や
浮
き
て 

 
 

吉
田
哲
二 

６
点 

（
受
講
者
４
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

講
評
：
足
が
浮
い
て
落
ち
着
か
な
い
感
じ
と
「
永
き
日
」
の
季
語
が
合
っ
て
い
る
。

安
定
感
あ
る
。（
小
澤
）
ふ
わ
ふ
わ
し
た
感
じ
が
「
永
き
日
」
の
季
語
と
上

手
に
付
い
て
い
る
と
思
う
。（
櫂
） 



５
位 

細
き
手
に
細
き
骨
秘
む
花
林
檎 

川
原
風
人 

 
 
 

５
点 

（
受
講
者
３
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

講
評
：「
細
き
骨
秘
む
」
と
「
花
林
檎
」
の
付
け
合
い
は
よ
く
考
え
た
。（
小
澤
） 

 
 

「
細
き
手
に
太
き
骨
秘
む
」
で
は
骨
太
で
花
林
檎
に
は
合
わ
な
い
。
や
は
り

こ
れ
で
い
い
と
思
う
。
藤
村
の
詩
の
よ
う
で
す
。（
櫂
） 

 

５
位 

蜆
汁
母
に
詫
び
た
き
こ
と
ば
か
り 

寺
澤 

始 
 
 

５
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
受
講
者
３
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

 

講
評
：
悔
恨
の
気
持
と
蜆
汁
の
取
合
せ
は
合
っ
て
い
て
動
か
な
い
。
お
母
さ
ん
に

作
っ
て
も
ら
っ
た
感
じ
が
あ
る
。（
小
澤
）「
父
に
詫
び
た
き
」
で
は
な
い
と

こ
ろ
が
い
い
。
男
性
の
句
ら
し
い
。（
櫂
） 

 

５
位 

仔
猫
抱
く
ふ
た
り
夫
婦
の
ふ
り
を
し
て 

上
野
犀
行 

５
点 

（
受
講
者
４
点
、
櫂
選
） 

 

講
評
：
面
白
い
句
だ
け
れ
ど
二
人
と
も
別
々
に
猫
を
抱
い
て
い
る
の
か
、
一
匹
を

抱
き
合
っ
て
い
る
の
か
曖
昧
。
出
来
た
ら
二
匹
と
し
た
い
。（
小
澤
）
面
白
い

句
。
猫
好
き
な
の
で
、
こ
う
い
う
句
は
い
た
だ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
（
櫂
） 

 

５
位 

激
流
の
白
の
ま
ぶ
し
き
孕
鹿 

 

伊
藤
麻
美 

５
点 

（
受
講
者
３
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

 

講
評
：
派
手
で
目
を
引
く
句
で
す
。
最
後
を
「
孕
鹿
」
と
落
と
し
た
と
こ
ろ
が
上
手

い
で
す
。
（
櫂
）
派
手
で
か
っ
こ
い
い
句
で
す
ね
。（
小
澤
） 

 



５
位 

花
冷
え
を
横
切
る
豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ 

大
木
雪
香 

５
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
受
講
者
３
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

講
評
：
花
冷
え
と
豆
腐
の
ラ
ッ
パ
の
取
合
せ
が
い
い
。「
横
切
る
」
が
説
明
調
で
良

く
な
い
。
（
小
澤
）
上
五
を
「
花
冷
や
」
と
切
り
た
い
。
そ
う
し
な
い
と
花

冷
え
が
戻
っ
て
来
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。
で
も
の
ん
び
り
し
て
い
い

句
で
す
。
ま
た
ラ
ッ
パ
は
「
喇
叭
」
と
し
た
い
。「
花
の
冷
え
」「
桜
冷
え
」

と
い
う
季
語
は
間
違
え
な
の
で
注
意
し
て
欲
し
い
で
す
。（
櫂
） 

 

５
位 

新
社
員
一
人
挨
拶
す
れ
ば
皆 

 

吉
田
林
檎 

５
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
受
講
者
３
点
、
小
澤
・
櫂
選
） 

講
評
：
状
況
が
見
え
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
感
じ
が
あ
る
。「
新
社
員
」
と
い
う
季
語
は

生
活
の
季
語
な
の
で
、
こ
の
詠
み
方
は
人
事
に
付
き
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
少
し

外
し
た
方
が
面
白
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
外
な
ど
自
然
の
中
に
置

い
て
み
る
と
引
き
立
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。（
櫂
） 

 


